
2011 . 9 . 1市政だより 天草   No.130 45

　

市
で
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度

を
目
標
年
次
と
す
る
〝
オ
リ
ー
ブ

の
島
づ
く
り
〜
推
進
計
画
〜
〞
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
で
は
、
目
標
年
次
の
栽

培
面
積
を
80
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
栽
培

本
数
は
６
４
、０
０
０
本
、
収
穫

量
を
３
５
、０
０
０
㎏
と
す
る
な

ど
の
目
標
数
値
を
設
定
。
ま
た
、

そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
５

つ
の
項
目
と
12
の
施
策
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　

オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
６
月
29

日
に
県
や
Ｊ
Ａ
、
㈳
天
草
宝
島
観

光
協
会
、
苓
明
高
校
、
オ
リ
ー
ブ

　オリーブは、秋植え（11月下旬から12月
上旬ごろ）と春植え（３月上旬から４月下旬
ごろ）があり、ほかの農作物と比べ栽培しや
すい作物であるといわれています。
　また、収穫した果実を搾って料理に使った
りするなどの楽しみもあります。
　皆さんも、空いている農地などがありまし
たら、ぜひオリーブを植えてみませんか。

　オリーブの島づくりへ向けた取り組みや栽
培方法などに関する地区別説明会を、次の４
会場で開催します。
　最寄りの会場へ、お気軽にご参加ください。

栽
培
企
業
な
ど
８
団
体
で
組
織
す

る
「
天
草
市
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議

会
」
を
設
置
。
同
協
議
会
で
は
、

オ
リ
ー
ブ
を
通
じ
た
新
た
な
産
業

の
創
出
や
地
域
振
興
を
図
る
た

め
、
栽
培
支
援
や
加
工
品
開
発
、

販
路
開
拓
な
ど
に
関
す
る
次
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
普
及
・
啓
発
活
動

・
オ
リ
ー
ブ
栽
培
を
検
討
し
て

い
る
人
た
ち
を
対
象
に
し
た

説
明
会
な
ど
の
開
催
（
左
ペ

ー
ジ
参
照
）。

・
オ
リ
ー
ブ
に
関
す
る
講
演
会

の
開
催
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

情
報
の
発
信
。

　
　〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕

http://hp.am
akusa-w

eb.

　
　

jp/a0771/M
yH
p/Pub/

②
栽
培
技
術
の
調
査
・
研
究

・
天
草
型
の
栽
培
方
法
の
確
立

に
向
け
た
研
究
。

・
栽
培
研
修
会
の
実
施
。

・
栽
培
指
導
の
実
施
。

③
加
工
商
品
の
開
発
に
向
け
た
調

査
・
研
究

　
　

　

現
在
、
市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
オ
リ
ー
ブ
は
、
約
12
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
に
約
７
、３
０
０
本
と

な
っ
て
い
ま
す
（
※
い
ず
れ
も
市

で
把
握
し
て
い
る
数
値
）。

 

今
後
、
さ
ら
な
る
普
及
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
栽
培
面
積

の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

●補助対象＝市内に住所がある市民・団体・
事業所など。
●補助対象経費＝①苗代や植栽にかかる経費
②耕地再生や土壌改良にかかる経費など。
●助成額＝補助対象経費の２分の１以内（10
アール当たり10万円を上限）。

※申込方法や補助対象経費などの詳細は、本
庁（別館）・農業振興課オリーブ振興係ま
たは牛深支所・産業振興課、その他の支所・
産業建設課へお尋ねください。

　耕作放棄地の解消や地域づくりの一環として、
倉岳町宮田地区の住民20人が集まり、市の補助
事業を活用して昨年からオリーブ栽培に取り組ん
でいます。現在は、50アールの農地に11種類の
オリーブ200本を植栽し、今年は新たに60アール・
400本を植える予定です。会員の平均年齢は70歳
と高いですが、「食べるのが楽しみだね」「私は化
粧水にして使おうかな」などと、まだ見ぬオリー
ブの実に夢を膨らませながら、みんなで楽しんで
生育管理を行っています。
　そして何より、この取り組みが一つの産業とし
て根付くことで、若者が天草に残ってくれること
がいちばんだと思っています。

天草オリーブの会
代表　藤﨑 正博さん

オ
リ
ー
ブ
の
可
能
性
に

　
　
　
　    

夢
が
膨
ら
む

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◆オリーブ植栽補助金の活用を

◆地区別説明会へご参加ください！

「五和まちづくり協議会」
　オリーブオイルソムリエ・小暮剛氏を講師に
招き、講演会やオリーブ料理コンテストなどを
昨年から開催。これは、オリーブの「食」の面
に着目した取り組みを行うことで、オリーブを
住民により身近に感じてもらうことなどが目的
です。五和町内では、天草の新鮮な食材とオリ
ーブオイルを使った料理の試作が盛んに行われ
るなど、地域づくりの手段としてオリーブが活
用され始めています。

※時間はいずれも午後７時30分から午後９時まで。

〝
オ
リ
ー
ブ
の
島
〞
の
実
現
に
向
け
て

９/26日㊊ ― 天草下島地区会場 ―
河浦支所・２階大会議室

９/27日㊋
― 天草上島地区会場 ―
倉岳支所・２階会議室

９/28日㊌ ― 牛深地区会場 ―
牛深支所・２階会議室

９/29日㊍
― 天草市全域 ―
天草市民センター・大会議室

◀
オ
リ
ー
ブ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　（
小
暮
氏
は
中
央
）

と　き と こ ろ

▲

オ
リ
ー
ブ
の
挿
し
芽
作
業
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
校
の
生
徒
た
ち

こぐれ

　

苓
明
高
校
の
校
歌
に
は〝
真
理

の
森
に
オ
リ
ー
ブ
の
玉
の
実
ひ
し

と
培
え
ば
…
〞と
い
う
一
節
が
あ

り
、
校
庭
に
９
本
の
オ
リ
ー
ブ
が

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

平
成
22
年
に
は
同
校
の
農
場
に
80

本
の
オ
リ
ー
ブ
が
植
栽
さ
れ
、
育

苗
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
内
に
オ
リ
ー
ブ
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
等
の
食

品
や
せ
っ
け
ん
な
ど
の
加
工
品
の

試
作
を
行
う
な
ど
、
全
学
科
（
園

芸
科
学
科
、
食
品
科
学
科
、
商
業

科
、
生
活
情
報
科
、
普
通
科
）
を

あ
げ
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
同
校
の
取
り

組
み
が
市
が
目
ざ
す
『
オ
リ
ー
ブ

に
よ
る
６
次
産
業
化
』
に
向
け
た

取
り
組
み
に
弾
み
を
つ
け
る
と
と

も
に
、
オ
リ
ー
ブ
に
関
す
る
情
報

を
共
有
し
、
同
校
と
共
同
研
究
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
有
効
な
方
策

で
あ
る
と
し
て
、
今
年
３
月
23
日

に
「
オ
リ
ー
ブ
の
共
同
研
究
に
関

す
る
協
定
」
を
市
と
同
校
の
間
で

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
栽
培
研
究
・
加
工
品

の
販
売
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
お
い
て
共
同
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※「
オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り
」
に

関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁

（
別
館
）・
農
業
振
興
課
オ
リ
ー

ブ
振
興
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線

２
５
８
５
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

オリーブの島づくりへ向けた
　　　　　さまざまな取り組み

ただ今
進行中！

【問い合わせ先】
  本庁（別館）・農業振興課オリーブ振興係
　　　　　　　　　　　　☎㉓1111内線2585

オ
リ
ー
ブ
の
島
づ
く
り

　
　
　
　
　
　

推
進
計
画
を
策
定

市
オ
リ
ー
ブ
振
興
協
議
会
を
設
置

市
内
に

　

 

約
７
、３
０
０
本
の
オ
リ
ー
ブ

苓
明
高
校
と
協
定
を
締
結

▶
オ
リ
ー
ブ
栽
培
研
修
会
の
よ
う
す

オリーブを
　　　植えませんか


